
解答用紙（1）
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解答用紙（2）
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解答用紙（3）

5 (1) y =
√
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x2+1
を微分して，
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さらに微分して，
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以上より増減表をかくと，
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増減表に基づいて，C を描くと次のようになる．
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(2) (1) より m = 4 なので，
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解答用紙（4）

6

『an が整数である』 (∗) ことを数学的帰納法で証明する．

I: n = 1 のとき，

a1 = e−
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となり，(∗) がなりたつ．

II: n = k のとき，(∗) がなりたつと仮定する．n = k + 1 のとき，

ak+1 = (k + 1)! e−
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)

+ 1
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したがって，帰納法の仮定より ak+1 は整数になる．ゆえに n = k+1 でも (∗)
はなりたつ．

I,IIより，すべての自然数n で (∗) はなりたつ． (q.e.d.)
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